
1

— 量子力学第 ３ 補足 (初貝)

物質の存在する場合の運動量に関して補足する。
場の運動量
電磁場の運動量 Gem はポインティングベクトルから次のように計算される。
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まず、純輻射場の運動量 G0
em は正準変数で次のように書ける。
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さらに粒子の存在からくる項を次のように変形しよう (部分積分ならびに周期的境
界条件から境界項がきえることとクローンゲージの条件に注意)
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よって全運動量 GT を粒子系の運動量と輻射場の運動量の和として
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∑
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となる。(~Pj = mj~̇rj + zje ~A(~rj))


